








研究目的 

現在でもなお,重篤な脳障害や未熟網膜症が少なからず発生している。その対策はかなりの

程度に実施されているが,なお妊娠中からの本症発生因子は時に,避えないものがある。こ

こに本研究の目的とする,ハイリスク母児管理の意義がある。 

すなわち,ハイリスク妊娠とは,一見正常のように見える妊娠であっても,注意深く観察す

れば,母児が知らず知らずのうちに,少しづつ障害を受けている状態がある。このようなケ

ースとしては,高年令,合併症のある妊娠,妊娠中毒症,胎盤機能障害等であり,その多くは

母体から胎児への血流障害,従って酸素や栄養が充分取れない為におこってくる子宮内胎

児発育遅延が主である。その状態がさらに悪化してゆくと周産期死亡が多くなりこの面で

の対策をまず考えなければならない。 

以上のような症例はとりわけ分娩を契機として,児の障害が起りやすくなる。即ち,分娩時

に起る子宮収縮は胎盤への血流を障害するからである。 

次に考えておくべきことは,後日脳障害を起しやすい未熟児や,それ以外でも死亡の危険が

高いハイリスク児の哺育,治療指針,医療システムなどになお改善すべき点がなお多々ある

ことである。 

最後に妊産婦死亡は近年著しく減少したとは言え,なおそのあとをたたない。この問題も母

児管理の上に極めて重要な課題であるから今回も継続して審議をつづけた。 


